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静岡 半期ディスクロージャー誌

　当金庫は、働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関として、皆様からの信頼にお応えするために
健全経営に努めています。本誌は、直近の経営内容を多くの皆様に知っていただくために、2013年9月末時点の
経営情報を取りまとめ自主的にご報告するものです。

金額・比率の表示方法のご案内

・  各表に表示した金額単位未満の端数を切り捨てて記載しています（た
だし、「金融再生法ベースの資産査定の状況」については、金額単位未
満を四捨五入しています）。

・  各表に表示した諸利回・諸比率の小数点第3位を切り捨てて第2位ま
でを記載しています。

・  小計・合計等の合算は、円単位まで算出し、金額単位未満を切り捨て
て記載しています。したがって、内訳の合計と小計欄・合計欄の金額

が一致しない場合があります。
・  金額・比率とも該当数字がない場合は「－」、また該当数字があって表
示単位に満たない場合は、「0」で表示しています。

・  当金庫では、9月期決算は法定されていないため、会計監査人の監査
を受けておりません。表示の計算値等は、内部規程に基づき3月期決
算に準じて算出しています。

静岡県労働金庫

「社会福祉にも役
やくだちせんげん

立宣言」 福祉車両の寄贈　

静岡　　     半期ディスクロージャー誌

　〈静岡ろうきん〉は、ろうきんの理念に掲げる「経済・福祉・環境および文化にかか
わる活動を促進し、人々が喜びをもって共生できる社会」を実現するため、地域社会
への貢献活動に積極的に取り組んでいます。皆様に〈静岡ろうきん〉をより身近に感
じていただけるよう、2013年4月～10月に行った活動の一部をご紹介いたします。

T O P I C S

◆〈静岡ろうきん〉の社会貢献活動

劇団四季「こころの劇場」への協賛

　「子育て支援にも役立宣言」制度は、無担保ローン『役立宣言』、住宅ローン
および育児支援ローンのご契約件数に応じた金額を、静岡県内の子育て支援
にかかわる活動に役立てていただくため、〈静岡ろうきん〉から「ふじのくに
NPO活動基金」へ寄付する制度です。
　寄付金は、「ふじのくにNPO活動基金」による事業募集・選考を経て、県内
３つの団体へ助成され、現在それぞれの団体で、食育プロジェクトや託児者養
成、子育て中の仲間づくりなどの活動資金として有効活用いただいています。

　演劇を通じて“豊かなこころ”を育成することを目的とし、小学
生を演劇に招待する、劇団四季「こころの劇場」プロジェクト（静
岡公演）に協賛しています。
　2013年度はすでに静岡県内で18回の公演が行われており、
予定公演も含めると計22公演、27,682名の小学生が観劇します。

「浜松の未来を育てる会」様では、託児者養成
講座の開催にご活用いただきました。

　1998年より毎年県下の福祉施設等へ車いすを、2006年から
は福祉車両を寄贈しています。これまでに寄贈した台数の累計は、
車いす560台、福祉車両24台となりました。
　福祉車両は、それぞれの施設で地域福祉のために活用いただいております。

「子育て支援にも役
やくだちせんげん

立宣言」

NPO法人 生き活き岳南クラブ 様 NPO法人 障害者生活支援センターおのころ島  様 NPO法人 ハートあんどハート菊川 様

おります。

NPO法人 生き活き岳南クラブ 様 NPO法人 ハートあんどハート菊川 様NPO法人 障害者生活支援センターおのころ島 様

ふじのくにNPO活動基金

　ふじのくにNPO活動基金は、企業や県民か
らの寄付金を、静岡県内のNPO等団体が行う
社会貢献活動に助成する静岡県の仕組みです。

「浜松の未来を育てる会」様では 託児者養成



■本店所在地 静岡市葵区黒金町5番地の1 ■常勤役職員数 686人
■創立 1953年3月1日 ■団体会員数 2,553会員
■出資金 39億円 ■間接構成員数 617,474人
■店舗数 27店舗※

 ※インターネット静岡支店を含みます。

　当金庫の自己資本比率（単
体）は2013年9月末 現在
16.38%となっており、国内
基準である4%を大きく上回
る水準を維持しております。

■2013年度上半期事業概況

ロッキー

◆静岡ろうきんの概況（2013年9月末）

　お預かりした預金を融資としてご利用いただくまでの間、一時的に余裕資金としてその一部を有価証券等で運用しています。運用に
あたっては、安全性を最優先し、収益性と流動性にも留意しています。

◆有価証券の時価情報

（注） ・ 当金庫では、9月期決算は法定されておりませんが、内部規程に基づき、3月末本決算に準じた仮決算を行っ
ております。上記2013年9月末時点の自己資本比率は、この仮決算結果に基づいて算出した概算値です。

 ・ 「TierⅠ比率」とは、自己資本比率算定上の基本的項目の合計値を、自己資本比率算定上の分母額で除した
百分率です。

◆自己資本比率の状況

（単位: 百万円）

（注） 1. 2013年9月末の「評価差額」および「うち損・益」は、2013年9月末の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しています。
  2. 2012年9月末、2013年3月末、2013年9月末での売買目的有価証券の保有はありません。

（単位: 百万円）

（単位 :百万円）（単位 :百万円）

◆貸借対照表 ◆損益計算書

（注） 「リスク管理債権」は貸出金のみを対象債権としていますが、「金融再生法ベース」では貸出金のほか債務保証見返、
与信関係未収利息・仮払金など対象範囲が広がっています。

用語解説（リスク管理債権の状況）
【リスク管理債権】 何らかの理由により、返済されない等の貸出金
債権のことで、「破綻先債権」「延滞債権」「3カ月以上延滞債権」
「貸出条件緩和債権」があります。
【破綻先債権】 借り手の自己破産などにより、返済を受けることが
困難になる可能性が高い貸出金のことです。
【延滞債権】 今後、上記の「破綻先債権」となる可能性が大きい貸
出金、あるいは法的・形式的な破産の事実は発生していないも
のの、実質的には自己破産の状態に陥っている借り手の貸出金
のことです。
【3カ月以上延滞債権】 借り手に収入が入ってこなくなる（会社の
業績不振等）などの理由で、当金庫が元金または利息の支払い
を3カ月以上受けていない貸出金（上記の「破綻先債権」、「延
滞債権」を除く）のことです。
【貸出条件緩和債権】 貸出金利の減免や利息の支払猶予、元本の
返済猶予、債権放棄など、借り手に有利となる取決めを行って
いる貸出金（上記の「破綻先債権」、「延滞債権」および「3カ月
以上延滞債権」を除く）のことです。（ただし、借り手に有利な条
件であっても、再建・支援目的でなければ「貸出条件緩和債権」
には該当しません。）

用語解説（金融再生法ベースの資産査定の状況）
【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】 総与信額のうち、破産、
会社更生、再生手続などの事由により経営破綻に陥っている借り
手に対する債権およびこれらに準ずる債権のことです。
【危険債権】 総与信額のうち、借り手が経営破綻の状況には至ってい
ないものの、財政状態・経営成績が悪化して契約に従った債権の元
本の回収と利息の受取りができない可能性が高い債権のことです。
【要管理債権】 貸出金のうち、上記の「破産更生債権及びこれらに
準ずる債権」と「危険債権」を除いた「3カ月以上延滞債権」と「貸出
条件緩和債権」の合計額のことです。
【正常債権】 総与信額のうち、「破産更生債権及びこれらに準ずる
債権」「危険債権」および「要管理債権」を除いたもので、借り手
の財政状態・経営成績に特に問題がない債権のことです。

◆債権管理の状況

（単位: 百万円）●リスク管理債権の状況

●金融再生法ベースの資産査定の状況 （単位: 百万円）

　総貸出金に占めるリスク管理債権額の割合は、0.48%となって
います。また、リスク管理債権に対しては、担保や保証機関の保証、
貸倒引当金を引き当てることにより債権保全を図っています。

◆諸利回・諸比率

●預金
　預金残高は、2013年3月末から7億41百万円増加（0.07%増）し、
9,866億円となりました。年間増加額目標110億円に対し、6.74%
の達成状況となっております。

●融資
　融資残高は、2013年3月末から85億52百万円増加（1.37%増）し、
6,313億36百万円となりました。年間増加額目標200億円に対し、
42.76%の達成状況となっております。

●預かり資産
　2013年度上半期の預かり資産（国債・投資信託・個人年金保険）販
売額は、41億42百万円となりました。年間販売額目標35億円に対し、
118.36%の達成状況となっております。

◆預金・融資・預かり資産の状況

◆預金・融資残高の推移 （単位 : 百万円）

ピンキー

◆損益の状況

　2013年9月末の当期純利益
は、9億5百万円（前年同期8億
94百万円）となりました。

（単位 :百万円）

※預金残高に譲渡性預金を含む
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2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

破 綻 先 債 権 98 80 82 
延 滞 債 権 3,251 3,213 2,953 

3 カ 月 以 上 延 滞 債 権 27 14 49 
貸 出 条 件 緩 和 債 権 － － －

合 計 3,377 3,308 3,086 

総 貸 出 金 残 高 606,636 622,783 631,336 

総 貸 出 金 に 占 め る 割 合 0.55% 0.53% 0.48%

2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 650 724 562
危 険 債 権 2,700 2,570 2,474

要 管 理 債 権 28 14 50

（ 小 　 計 ） （3,378） （3,308） （3,086）
正 常 債 権 609,332 625,147 633,321

合 　 計 612,710 628,455 636,407

2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

項　　目 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益
うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

満 期 保 有 目 的 債 券 399 10 10 － 399 7 7 － 399 4 4 －

子会社・子法人等株式及び関連法人株式 70 － － － 70 － － － 70 － － －

その他有価証券のうち時価のないもの 7 － － － 7 － － － 7 － － －

2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

項　　目 時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額
うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

そ の 他 有 価 証 券 109,830 1,396 1,450 54 118,207 2,347 2,360 13 118,773 1,410 1,557 146

株 式 － － － － － － － － － － － －

債 券 101,826 1,392 1,434 41 114,194 2,333 2,339 6 114,690 1,427 1,541 114

そ の 他 8,003 3 15 12 4,013 13 20 7 4,083 △ 16 15 32

項　　　　目 2012年度上期 2013年度上期

貸 出 金 利 回 貸出金平均残高に対する貸出金利息の割合です。  1.98%  1.81%
預 金 利 回 預金平均残高に対する預金利息の割合です。  0.09%  0.06%

経 費 率 預金平均残高に対する経費の割合です。  1.14%  1.19%

預 金 貸 出 金 利 鞘 貸出金利回から預金原価率（預金利回 +経費率）を差し引いた数値です。  0.75%  0.56%

総 資 金 利 鞘 資金運用利回から資金調達原価率を差し引いた数値です。  0.26%  0.20%
預 貸 率（ 期 末 値 ） 預金残高に対する貸出金残高の割合です。  61.35%  63.99%

科　　目 2012年9月末 2013年9月末

（ 資 産 の 部 ）

現 金 7,488 7,896

預 け 金 338,255 302,504

有 価 証 券 110,307 119,250

貸 出 金 606,636 631,336

 手 形 貸 付 7,060 8,900

 証 書 貸 付 592,535 615,757

 当 座 貸 越 7,039 6,678

そ の 他 資 産 10,641 10,294

有 形 固 定 資 産 10,502 9,888

無 形 固 定 資 産 15 14

繰 延 税 金 資 産 1,803 1,730

債 務 保 証 見 返 5,344 4,428

貸 倒 引 当 金 △110 △ 76

（うち個別貸倒引当金） （△ 34） （△ 1）

資 産 の 部 合 計 1,090,885 1,087,267

科　　目 2012年9月末 2013年9月末

（ 負 債 の 部 ）

預 金 積 金 975,649 972,156

 普 通 預 金 260,784 269,612

 定 期 預 金 712,685 700,183

 定 期 積 金 310 137

 その他の預金 1,869 2,223

譲 渡 性 預 金 13,006 14,444

借 用 金 12,517 11,238

そ の 他 負 債 5,922 5,176

代 理 業 務 勘 定 ー 0

賞 与 引 当 金 409 413

退職給付引当金 3,439 3,532

役員退職慰労引当金 79 43

その他の引当金 299 249

債 務 保 証 5,344 4,428

負 債 の 部 合 計 1,016,669 1,011,683

（純資産の部）

出 資 金 3,945 3,938

利 益 剰 余 金 70,505 71,713

会 員 勘 定 合 計 74,451 75,651

その他有価証券評価差額金 1,015 1,025

繰延ヘッジ損益 △1,250 △ 1,093

評価・換算差額等合計 △234 △ 67

純資産の部合計 74,216 75,584

負債及び純資産の部合計 1,090,885 1,087,267

科　　目 2012年4月1日～
2012年9月30日まで

2013年4月1日～
2013年9月30日まで

経 常 収 益 8,698 8,678

 資金運用収益 8,015 7,796

 役務取引等収益 349 365

 その他業務収益 289 514

 その他経常収益 44 1

経 常 費 用 7,432 7,475

 資金調達費用 629 486

 役務取引等費用 946 1,018

 その他業務費用 153 1

 経 費 5,694 5,969

 その他経常費用 8 0

経 常 利 益 1,266 1,203

特 別 利 益 － 10

特 別 損 失 57 1

税引前当期純利益 1,208 1,212

法人税、住民税及び事業税 334 295

法人税等調整額 △20 11

当 期 純 利 益 894 905

項　　目 2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

自己資本比率（国内基準） 16.45% 16.33% 16.38%

TierⅠ比率 16.43% 16.32% 16.36%

2012年9月末 2013年9月末 増減

業 務 純 益 1,275 1,285 9

経 常 利 益 1,266 1,203 △ 62

当 期 純 利 益 894 905  11



■本店所在地 静岡市葵区黒金町5番地の1 ■常勤役職員数 686人
■創立 1953年3月1日 ■団体会員数 2,553会員
■出資金 39億円 ■間接構成員数 617,474人
■店舗数 27店舗※

 ※インターネット静岡支店を含みます。

　当金庫の自己資本比率（単
体）は2013年9月末 現在
16.38%となっており、国内
基準である4%を大きく上回
る水準を維持しております。

■2013年度上半期事業概況

ロッキー

◆静岡ろうきんの概況（2013年9月末）

　お預かりした預金を融資としてご利用いただくまでの間、一時的に余裕資金としてその一部を有価証券等で運用しています。運用に
あたっては、安全性を最優先し、収益性と流動性にも留意しています。

◆有価証券の時価情報

（注） ・ 当金庫では、9月期決算は法定されておりませんが、内部規程に基づき、3月末本決算に準じた仮決算を行っ
ております。上記2013年9月末時点の自己資本比率は、この仮決算結果に基づいて算出した概算値です。

 ・ 「TierⅠ比率」とは、自己資本比率算定上の基本的項目の合計値を、自己資本比率算定上の分母額で除した
百分率です。

◆自己資本比率の状況

（単位: 百万円）

（注） 1. 2013年9月末の「評価差額」および「うち損・益」は、2013年9月末の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しています。
  2. 2012年9月末、2013年3月末、2013年9月末での売買目的有価証券の保有はありません。

（単位: 百万円）

（単位 :百万円）（単位 :百万円）

◆貸借対照表 ◆損益計算書

（注） 「リスク管理債権」は貸出金のみを対象債権としていますが、「金融再生法ベース」では貸出金のほか債務保証見返、
与信関係未収利息・仮払金など対象範囲が広がっています。

用語解説（リスク管理債権の状況）
【リスク管理債権】 何らかの理由により、返済されない等の貸出金
債権のことで、「破綻先債権」「延滞債権」「3カ月以上延滞債権」
「貸出条件緩和債権」があります。
【破綻先債権】 借り手の自己破産などにより、返済を受けることが
困難になる可能性が高い貸出金のことです。
【延滞債権】 今後、上記の「破綻先債権」となる可能性が大きい貸
出金、あるいは法的・形式的な破産の事実は発生していないも
のの、実質的には自己破産の状態に陥っている借り手の貸出金
のことです。
【3カ月以上延滞債権】 借り手に収入が入ってこなくなる（会社の
業績不振等）などの理由で、当金庫が元金または利息の支払い
を3カ月以上受けていない貸出金（上記の「破綻先債権」、「延
滞債権」を除く）のことです。
【貸出条件緩和債権】 貸出金利の減免や利息の支払猶予、元本の
返済猶予、債権放棄など、借り手に有利となる取決めを行って
いる貸出金（上記の「破綻先債権」、「延滞債権」および「3カ月
以上延滞債権」を除く）のことです。（ただし、借り手に有利な条
件であっても、再建・支援目的でなければ「貸出条件緩和債権」
には該当しません。）

用語解説（金融再生法ベースの資産査定の状況）
【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】 総与信額のうち、破産、
会社更生、再生手続などの事由により経営破綻に陥っている借り
手に対する債権およびこれらに準ずる債権のことです。
【危険債権】 総与信額のうち、借り手が経営破綻の状況には至ってい
ないものの、財政状態・経営成績が悪化して契約に従った債権の元
本の回収と利息の受取りができない可能性が高い債権のことです。
【要管理債権】 貸出金のうち、上記の「破産更生債権及びこれらに
準ずる債権」と「危険債権」を除いた「3カ月以上延滞債権」と「貸出
条件緩和債権」の合計額のことです。
【正常債権】 総与信額のうち、「破産更生債権及びこれらに準ずる
債権」「危険債権」および「要管理債権」を除いたもので、借り手
の財政状態・経営成績に特に問題がない債権のことです。

◆債権管理の状況

（単位: 百万円）●リスク管理債権の状況

●金融再生法ベースの資産査定の状況 （単位: 百万円）

　総貸出金に占めるリスク管理債権額の割合は、0.48%となって
います。また、リスク管理債権に対しては、担保や保証機関の保証、
貸倒引当金を引き当てることにより債権保全を図っています。

◆諸利回・諸比率

●預金
　預金残高は、2013年3月末から7億41百万円増加（0.07%増）し、
9,866億円となりました。年間増加額目標110億円に対し、6.74%
の達成状況となっております。

●融資
　融資残高は、2013年3月末から85億52百万円増加（1.37%増）し、
6,313億36百万円となりました。年間増加額目標200億円に対し、
42.76%の達成状況となっております。

●預かり資産
　2013年度上半期の預かり資産（国債・投資信託・個人年金保険）販
売額は、41億42百万円となりました。年間販売額目標35億円に対し、
118.36%の達成状況となっております。

◆預金・融資・預かり資産の状況

◆預金・融資残高の推移 （単位 : 百万円）

ピンキー

◆損益の状況

　2013年9月末の当期純利益
は、9億5百万円（前年同期8億
94百万円）となりました。

（単位 :百万円）

※預金残高に譲渡性預金を含む

606,636 622,783

985,859988,656

631,336

986,600

融資

預金

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

破 綻 先 債 権 98 80 82 
延 滞 債 権 3,251 3,213 2,953 

3 カ 月 以 上 延 滞 債 権 27 14 49 
貸 出 条 件 緩 和 債 権 － － －

合 計 3,377 3,308 3,086 

総 貸 出 金 残 高 606,636 622,783 631,336 

総 貸 出 金 に 占 め る 割 合 0.55% 0.53% 0.48%

2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 650 724 562
危 険 債 権 2,700 2,570 2,474

要 管 理 債 権 28 14 50

（ 小 　 計 ） （3,378） （3,308） （3,086）
正 常 債 権 609,332 625,147 633,321

合 　 計 612,710 628,455 636,407

2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

項　　目 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益 帳簿価額 含み損益
うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

満 期 保 有 目 的 債 券 399 10 10 － 399 7 7 － 399 4 4 －

子会社・子法人等株式及び関連法人株式 70 － － － 70 － － － 70 － － －

その他有価証券のうち時価のないもの 7 － － － 7 － － － 7 － － －

2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

項　　目 時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額
うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

そ の 他 有 価 証 券 109,830 1,396 1,450 54 118,207 2,347 2,360 13 118,773 1,410 1,557 146

株 式 － － － － － － － － － － － －

債 券 101,826 1,392 1,434 41 114,194 2,333 2,339 6 114,690 1,427 1,541 114

そ の 他 8,003 3 15 12 4,013 13 20 7 4,083 △ 16 15 32

項　　　　目 2012年度上期 2013年度上期

貸 出 金 利 回 貸出金平均残高に対する貸出金利息の割合です。  1.98%  1.81%
預 金 利 回 預金平均残高に対する預金利息の割合です。  0.09%  0.06%

経 費 率 預金平均残高に対する経費の割合です。  1.14%  1.19%

預 金 貸 出 金 利 鞘 貸出金利回から預金原価率（預金利回 +経費率）を差し引いた数値です。  0.75%  0.56%

総 資 金 利 鞘 資金運用利回から資金調達原価率を差し引いた数値です。  0.26%  0.20%
預 貸 率（ 期 末 値 ） 預金残高に対する貸出金残高の割合です。  61.35%  63.99%

科　　目 2012年9月末 2013年9月末

（ 資 産 の 部 ）

現 金 7,488 7,896

預 け 金 338,255 302,504

有 価 証 券 110,307 119,250

貸 出 金 606,636 631,336

 手 形 貸 付 7,060 8,900

 証 書 貸 付 592,535 615,757

 当 座 貸 越 7,039 6,678

そ の 他 資 産 10,641 10,294

有 形 固 定 資 産 10,502 9,888

無 形 固 定 資 産 15 14

繰 延 税 金 資 産 1,803 1,730

債 務 保 証 見 返 5,344 4,428

貸 倒 引 当 金 △110 △ 76

（うち個別貸倒引当金） （△ 34） （△ 1）

資 産 の 部 合 計 1,090,885 1,087,267

科　　目 2012年9月末 2013年9月末

（ 負 債 の 部 ）

預 金 積 金 975,649 972,156

 普 通 預 金 260,784 269,612

 定 期 預 金 712,685 700,183

 定 期 積 金 310 137

 その他の預金 1,869 2,223

譲 渡 性 預 金 13,006 14,444

借 用 金 12,517 11,238

そ の 他 負 債 5,922 5,176

代 理 業 務 勘 定 ー 0

賞 与 引 当 金 409 413

退職給付引当金 3,439 3,532

役員退職慰労引当金 79 43

その他の引当金 299 249

債 務 保 証 5,344 4,428

負 債 の 部 合 計 1,016,669 1,011,683

（純資産の部）

出 資 金 3,945 3,938

利 益 剰 余 金 70,505 71,713

会 員 勘 定 合 計 74,451 75,651

その他有価証券評価差額金 1,015 1,025

繰延ヘッジ損益 △1,250 △ 1,093

評価・換算差額等合計 △234 △ 67

純資産の部合計 74,216 75,584

負債及び純資産の部合計 1,090,885 1,087,267

科　　目 2012年4月1日～
2012年9月30日まで

2013年4月1日～
2013年9月30日まで

経 常 収 益 8,698 8,678

 資金運用収益 8,015 7,796

 役務取引等収益 349 365

 その他業務収益 289 514

 その他経常収益 44 1

経 常 費 用 7,432 7,475

 資金調達費用 629 486

 役務取引等費用 946 1,018

 その他業務費用 153 1

 経 費 5,694 5,969

 その他経常費用 8 0

経 常 利 益 1,266 1,203

特 別 利 益 － 10

特 別 損 失 57 1

税引前当期純利益 1,208 1,212

法人税、住民税及び事業税 334 295

法人税等調整額 △20 11

当 期 純 利 益 894 905

項　　目 2012年9月末 2013年3月末 2013年9月末

自己資本比率（国内基準） 16.45% 16.33% 16.38%

TierⅠ比率 16.43% 16.32% 16.36%

2012年9月末 2013年9月末 増減

業 務 純 益 1,275 1,285 9

経 常 利 益 1,266 1,203 △ 62

当 期 純 利 益 894 905  11



上半期  2013.4.1 ～2013.9.30

この冊子は環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

当金庫では環境マネジメント
システムを導入し環境負荷軽
減の取組みをすすめています。
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発行：静岡県労働金庫
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静岡市葵区黒金町5番地の1
TEL （054）221-6100

静岡 半期ディスクロージャー誌

　当金庫は、働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関として、皆様からの信頼にお応えするために
健全経営に努めています。本誌は、直近の経営内容を多くの皆様に知っていただくために、2013年9月末時点の
経営情報を取りまとめ自主的にご報告するものです。

金額・比率の表示方法のご案内

・  各表に表示した金額単位未満の端数を切り捨てて記載しています（た
だし、「金融再生法ベースの資産査定の状況」については、金額単位未
満を四捨五入しています）。

・  各表に表示した諸利回・諸比率の小数点第3位を切り捨てて第2位ま
でを記載しています。

・  小計・合計等の合算は、円単位まで算出し、金額単位未満を切り捨て
て記載しています。したがって、内訳の合計と小計欄・合計欄の金額

が一致しない場合があります。
・  金額・比率とも該当数字がない場合は「－」、また該当数字があって表
示単位に満たない場合は、「0」で表示しています。

・  当金庫では、9月期決算は法定されていないため、会計監査人の監査
を受けておりません。表示の計算値等は、内部規程に基づき3月期決
算に準じて算出しています。

静岡県労働金庫

「社会福祉にも役
やくだちせんげん

立宣言」 福祉車両の寄贈　

静岡　　     半期ディスクロージャー誌

　〈静岡ろうきん〉は、ろうきんの理念に掲げる「経済・福祉・環境および文化にかか
わる活動を促進し、人々が喜びをもって共生できる社会」を実現するため、地域社会
への貢献活動に積極的に取り組んでいます。皆様に〈静岡ろうきん〉をより身近に感
じていただけるよう、2013年4月～10月に行った活動の一部をご紹介いたします。

T O P I C S

◆〈静岡ろうきん〉の社会貢献活動

劇団四季「こころの劇場」への協賛

　「子育て支援にも役立宣言」制度は、無担保ローン『役立宣言』、住宅ローン
および育児支援ローンのご契約件数に応じた金額を、静岡県内の子育て支援
にかかわる活動に役立てていただくため、〈静岡ろうきん〉から「ふじのくに
NPO活動基金」へ寄付する制度です。
　寄付金は、「ふじのくにNPO活動基金」による事業募集・選考を経て、県内
３つの団体へ助成され、現在それぞれの団体で、食育プロジェクトや託児者養
成、子育て中の仲間づくりなどの活動資金として有効活用いただいています。

　演劇を通じて“豊かなこころ”を育成することを目的とし、小学
生を演劇に招待する、劇団四季「こころの劇場」プロジェクト（静
岡公演）に協賛しています。
　2013年度はすでに静岡県内で18回の公演が行われており、
予定公演も含めると計22公演、27,682名の小学生が観劇します。

「浜松の未来を育てる会」様では、託児者養成
講座の開催にご活用いただきました。

　1998年より毎年県下の福祉施設等へ車いすを、2006年から
は福祉車両を寄贈しています。これまでに寄贈した台数の累計は、
車いす560台、福祉車両24台となりました。
　福祉車両は、それぞれの施設で地域福祉のために活用いただいております。

「子育て支援にも役
やくだちせんげん

立宣言」

NPO法人 生き活き岳南クラブ 様 NPO法人 障害者生活支援センターおのころ島  様 NPO法人 ハートあんどハート菊川 様

おります。

NPO法人 生き活き岳南クラブ 様 NPO法人 ハートあんどハート菊川 様NPO法人 障害者生活支援センターおのころ島 様

ふじのくにNPO活動基金

　ふじのくにNPO活動基金は、企業や県民か
らの寄付金を、静岡県内のNPO等団体が行う
社会貢献活動に助成する静岡県の仕組みです。

「浜松の未来を育てる会」様では 託児者養成


